
大
川
同
年
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概
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史
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潟
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岬
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太
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粗
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事
オ
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野
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太
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消
事
士

組
掛
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組
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棋
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口

安

田

組

椀

恩

師

ゴ

沙

見
本正

帥
穂

ワ
1
グ
マ
ン
救
援
の
「
長
試
塑
動
論
』

通
貨
主
義
ミ
リ
カ

1
ド
の
貨
幣
諭
-
-
組
豊
中
士
有

地
方
費
に
封
す
る
岡
庫
補
助
・
-

東
京
市
財
政
十
年
計
董
・

吉

彦

井

活
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遁
貨
主
義
さ
リ
カ

I
ド

の
貨
幣
論

有

~I' 

治

通
貨
主
義

(
n
E
H
2
4
H
v
g
n
q
F
目。
F
S
H
-
4
F
2
4・。円

ロ。
2
0
3
5
)
さ
は
銀
行
主
縫

9
2
r
E同
P
E
E
-
o
)
忙
封
立
す

る
言
葉
で
あ
っ
て
、

一
八
八
阿
年
印
百
回
o
Z
2
H
l
Z
}
の
銀
行

雑

錐

泊
責
主
議
島
』
り

2

1
ド
の
貨
幣
蹴

保
令
托
採
附
さ
れ
た
英
闘
に
於
け
る
銀
行
総
統
制
方
誌
に
闘
す

る
意
見
比
於
け
る
主
義
で
あ
る
。
此
の
詰
は
一
八
四
O
年
。
・

唱
官
官
盟
副
悶
が
下
院
の
稜
稼
銀
行
盗
U
H
曾
に
於
て
初
め
て
用

ひ
た
る
も
の
L
如
く
、
彼
は
此
主
義
主
以
て
「
銀
釘
診
が
地
金

の
増
減
に
従
っ
て
増
誠
吐
し
め
ら
れ
る
」
も
の
で
あ
る
止
し

た
。
型
一
八
四
一
年
同
益
員
合

ι於
て

2
5
2
は
「
私
は
泊

貨
車
誌
を
以
て
資
器
銀
行
を
し
て
金
貨
の
代
り
に
銀
行
券
を
、

銀
行
務
白
代
り
に
金
貨
を
強
行
す
る
以
外
に
何
事
を
も
た
さ

し
め
噌
る
専
を
意
味
す
る
」
'
と
辿
ペ
、
ッ
ー
ク
は
之
に
同
意
し
て

居
る
。

H
0
5
ω
F
0
1
(後
の

Fo昆

o
=
E
0
5
)
は
]
八
五
八

年
白
銀
行
保
令
特
別
委
員
曾
に
於
て
寸
紙
幣
又
は
銀
行
朱
は
如

何
た
る
事
情
の
貯
に
於
て
も
、
そ
れ
が
代
叫
す
Z
錨
貨
叉
は
枕

週
金
風
の
制
止
合
致
せ
し
む
る
E
止
に
よ
っ
て
同
布
の
倒
他
を

緋
持
せ
し
め
た
け
れ
ば
た
ち
ぬ
」
主
越
ベ
て
腐
る
G

要
す
る
に
組
貨
主
誌
に
は
紙
生
的
た
甜
デ
丘
中
士
同
闘
が
認
め
ら

る
べ
き
で
あ
る
占
す
る
も
、
そ
の
根
本
的
た
主
張
の
嬰
賠
は
、

銀
行
総
を
以
て
硬
貨
の
代
用
物

Q
P
F
E
E
O
出耳

。。岡田刷。『

自
虫
色
町

E
司

2
4
)
た
り
と
見
、
貨
幣
政
批
訟
を
採
る
附
か
ら

鋲
二
十
λ
巷

四
士
茸

第

腕

ーと

Mombert(P.); Einfiihrnng in das StlJdium der Konjunklur (1925) 
¥".rolff(H); Lehrbuch c1er Konjunl¥turfo目chung('92B) 
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雑

録

祖
貸
主
義
と
り
刀
i
ド
由
貿
融
市
論

免
換
銀
行
袋
の
制
限
護
行
制
度
を
支
持
せ
る
附
摘
に
あ
る
と
忠

‘hF
。さ

て
有
の
如
古
川
叫
貸
主
義
し
と
リ
カ
ー
ド
の
貨
幣
論
止
の
閥
係

に
就
て
は
、

一
見
相
反
す
る
こ
つ
の
意
見
が
存
在
す
る
。
例
へ

ば
ワ
グ
ナ
l
は
通
貨
主
義
主
次
の
如
く
簡
明
に
述
ベ
リ
カ
l
ド

の
貨
和
五
嗣
'
と
の
刷
保

K
E
び、

耐
者
同
+
北
町
町
在
り
ル
」
在
す
も
の

共
一
で
あ
る
，

←「

通
貨
主
義
に
よ
れ
ば
銀
行
採
の
み
は
椛
泊
・
投

機
・
倒
柿
等
に
封
す
る
そ
の
作
用
に
於
で
、
他
の
信
川
的
流
通
手

段
や
倍
用
制
度
の
機
関
と
具
り
儲
貨
と
同
位
に
置
か
れ
、
即
ち

銀
行
採
の
増
減
は
硬
貨
量
の
増
減
が
有
す
る
作
別
主
同
一
の
も

の
主
さ
れ
る
。
と
の
(
同
一
の
作
川
を
有
す
る
も
の
・
と
さ
れ
る
)

桂
出
比
に
従
っ
て
ー
ー
一
般
的
に
銀
行
恭
の
護
行
は
銀
行
業
務
に

非
宇
し
て
『
本
性
上
』
一
の
特
権
ハ
侍
貸
規
制
の
如
く
岡
家
の
規

制
す
る
所
と
な
る
特
権
)
で
あ
る
に
し
ろ
|
|
銀
行
券
が
主
主

し
て
他
白
如
何
な
る
信
用
的
流
訟
手
段
・
と
も
区
別
さ
れ
る
も
O

で
あ
る
o

故
に
今
何
等
銀
行
指
悼
の
箆
行
た
か
り
し
も
の
と
す
れ

部
二
十
入
笹

j，j; 

批

八.

四
七
大

ば
、
(
新
た
な
)
銀
行
禁
(
縫
行
)
舗
は
、
(
そ
れ
が
代
理
す
る
)
錯

貨
の
誰
の
左
す
止
全
く
量
的
に
同
じ
作
用
を
な
す
も
の
で
あ
る

と
ー
と
が
結
巣
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
:
・
・
此
mu
『
一
世
貨
h
z

斡』山町

肢
に
一
一
山
的
た
リ
カ
ー
ド
白
貨
幣
叫
論
へ
の
復
腕
で
あ
り
、
而

も
そ
の
吏
に
-
方
的
に
民
閲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」

之
に
反
L
リ
カ

l
F
の
貨
幣
論
と
通
貨
主
義
白
主
張
と
は
合

致
せ
や
・
と
す
る
第
二
の
意
は
が
あ
る
。
例
へ
ば
ベ
ル
グ
レ
l
ヴ

は
日
く
、
「
u
パ

l
ト
・
ピ
l

ル
卿
が
モ
の
場
合
に
支
持
し
た
法

令
の
主
義
止
方
法
は
、
彼
も
認
容
し
も
μ
様
に
『
T
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

••••• 

‘
 

.••.. 

‘
 

•.• 

‘.‘.‘ 

血

T
H
カ
1
ド
の
最
高
構
成
」
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス

や
り
カ
l
ド
は
競
争
の
白
山
・
と
所
持
者
の
意
思
に
よ
っ
て
直
ち

に
硬
貨
に
A
E
換
さ
れ
得
る
と
止
を
主
張
し
、
此
主
張
は
如
何
た

る
事
情
の
許
に
於
て
も
掛
川
持
者
に
制
央
主
家
ら
し
め
ざ
る
様
確

保
さ
る
べ
苛
諸
保
羽
止
相
佼
っ
て
、
銀
行
法
の
過
剰
発
行
を
抽
出

防
す
る
で
あ
ら
う
止
し
た
事
が
判
る
で
あ
ら
う
」
と
。

然
ら
ば
リ
カ

l
F
の
貨
幣
倫
は
果
し
て
泊
貨
主
義
の
主
張
主

如
何
た
る
闘
係
b
T
有
す
る
で
あ
ら
う
か
。
ワ
グ
ナ
ー
の
云
ム
棋

に
通
貨
主
義
は
リ
カ

l
y貨
幣
論
へ
の
復
師
で
あ
り
、
又
そ
の

日d.

ig>I. vol. I. p. l472-3 悼
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展
開
危
叫
か
川
或
は
パ
ル
グ
レ

l
ず
の
注
意
す
る
掠
陀
用
者
は

相
反
す
る
主
張
た
の
か
。
我
が
閣
に
於
で
は
む
し
ろ
ワ
グ
ナ
1

の
意
見
が
多
く
組
越
さ
れ
て
ゐ
る
様
に
思
は
れ
る
。
私
は
今
己

の
両
者
白
蹴
係
E
吟
味
せ
ん
が
潟
に
、
リ
カ
1
F
貨
幣
輸
の
大

崎
在
地
ベ
や
ラ
。-一『

リ
カ

k
F
は
ス
ミ
凡
の
後
一
E
受
け
て
そ
の
戸
般
債
値
繭
に
が
、

で
は
全
く
ス
ミ
ス
の
交
換
慣
値
論
主
承
檎
し

τ実
に
之
を
徹
底

せ
し
め
、

J

費
用
傍
働
債
値
論
を
大
成
し
た
。
従
つ

τ貨
幣
の
伺

値
に
閲
し
で
も
そ
の
硬
貨
を
諭
守
る
限
に
於
て
は
ス
ミ
ス
以
上

民
向
づ
る
所
は
左
い
占
一
宮
ひ
得
る
。
乍
併
、

一
度
紙
幣

E
取
扱

ム
時
に
は
共
の
態
度
に
顕
著
た
る
輔
換
が
る
る
。
茸

L
F
カ
1

V
は
英
蘭
銀
行
の
先
換
舞
問
題
を
中
心
と
し
て
彼
の
畢
設
を
設

展
せ
し
め
た
か
ら
で
あ
る
。

先
づ

H
カ
1
F
O
硬
貨
の
債
値
卸
ち
購
買
力
を
輸
宇
る
所
主

見
る
に
、
金
額
貨
幣
白
償
値
は
一
般
債
値
白
護
生
原
因
た
る
効

用
(
匂
仲
間
出
向
『
)
稀
φ
性
(
m
n
肖
口
司
〉
及
川
山
必
嬰
勢
働
量

3to

。長戸時芝
0
『

U
r
o
E
呂
官
官
品

E
o
r
Eロ
)

O
三
者
よ
り
な

輯

錐

趣
貸
主
義
と

'
h
i
v
由
貿
僻
酋

る
・
と
す
る
。
「
金
銀
ハ
貨
幣
)
は
他
府
凡
て
の
商
品
の
如
く
、
た

ピ
之

E
生
産
し

R
市
場
牝
粛
す
に
必
要
な
る
場
一
働
量
に
比
例
し

t
の
み
債
値
を
有
す
る
。
」

か白
3
G慣
値
を
有
す
る
貨
常
が
一
方
に
於
て
慎
値
の
標
曲
中
之

し
て
立
ち
、
他
方
に
商
品
が
交
換
慎
値
と
し
て
樹
立
す
る
Y
か

く
て
偵
値
標
準
た
る
貨
幣
の
数
量
は
商
品
の
俄
格

E
決
定
す

る
Q

勿
論
と
の
貨
幣
の
激
量
は
支
椀
方
法
の
節
約
に
よ
っ
て
修

正
さ
れ
る
。
即
ち
「
貨
幡
に
鈎
す
る
需
要
は
全
〈
貨
幣
の
憤
備

に
よ
っ
て
、
貨
幣
の
慣
値
は
そ
の
数
量
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
可
」

「
金
銀
の
数
量
に
於
け
る
麹
化
は
、
之
主
交
換
さ
る
A
商
品
主

し
て
(
金
銀
占
の
〉
鈎
比
例
(
閥
係
に
於
て
の
み
)
の
騰
費
え
は
低

廉
在
費
す
に
過
ぎ
・
な
い
。
」

「
戎
図
に
於
て
一
硬
貨
の
み
が
使
用
一
さ
る
ミ
場
合
に
支
梯
周

に
貨
幣
と
し
て
充
て
ら
る
‘
金
扇
の
撒
量
、
或
は
紙
幣
が
一

部
叉
は
全
部
用
ひ
ら
る
る
場
合
に
紙
幣
に
よ
っ
て
代
用
せ
ら

る
る
金
属
の
数
量
は
、
失
の
三
者
に
依
存
す
る
。
第
一
に
そ

白
金
属
の
使
値
、
第
二
に
支
掛
は
る
べ
き
倒
値
即
ち
そ
白

額
、
第
三
に

b
h
る
支
梯
E
賀
行
ず
る
に
就
て
行
は
る
ia
節

第
二
十
λ
巻

四
七
士

第

続

九
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暢

組
貨
車
楢
・
と
9
抱

'V由
貿
郁
歯

能

約
の
程
度
。
」

然
る
に
鍛
令
支
掛
方
法
の
節
約
に
よ
っ
て
貨
幣
の
撤
量
は
修

E
さ
れ
る
と
す
る
も
、
既
に
貨
幣
は
そ
の
素
材
債
値
が
生
産
費

主
し
て
一
定
し
、
-
定
せ
る
値
値
を
有
す
る
が
故
に
商
品
の
慣

値
標
準
と
し
て
作
用
す
と
た
す
以
上
、
か
h
る
貨
幣
の
俄
値
が

唯
だ
そ
の
撒
量
の
増
減
に
よ
っ
て
餐
動
す
る
と
は
静
的
な
論
理

に
於
て
は
考
ー
ら
れ
た
い
。
設
に
於
て
リ
カ

1
rは
λ

ミ
凡
の

一
耳
ふ
が
如
き
貨
幣
・
と
商
品
の
必
要
務
働
量
の
比
較
・
と
い
ふ
範
囲

に
の
み
翻
跨
す
る
を
得
十
、
素
材
債
値
か
ら
離
れ
た
新
し
い
意

味
に
於
け
る
貨
幣
償
値
輸
が
生
れ
た
。
而
も

p
カ
l
F
は
従
来

の
生
産
費
債
値
倫
か
ら
離
脱
し
得
・
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

我
A
は
H
カ
ー
ド
の
新
し
い
意
味
に
於
け
る
貨
幣
債
値
論
を

一
腹
彼
の
紙
幣
に
封
す
る
考
察
を
覗
ふ
必
要

が
あ
る
。
彼
に
取
っ
て
議
集
判
明
行
の
存
在
は
金
鍋
の
存
在
止
同

詮
索
す
る
前
に
、

様
友
意
縫
を
持
っ
て
居
た
。

「
若
し
或
闘
に
於
て
金
鏑
が
獲
見
さ
れ
る
代
り
に
、
例
へ

ば
英
蘭
銀
行
の
如
曹
流
通
要
具
と
し
て
紙
幣
を
護
行
す
る
裸

能
を
持
つ
銀
行
が
設
立
さ
れ
る
た
ら
ば
、
或
は
荷
人
へ
の
貸

第
二
十
λ
磐

第

韓

= 
O 

四
七
λ

向
の
方
法
に
よ
り
或
は
政
府
へ
の
貸
上
金
の
方
法
に
よ
り
・

多
額
の
紙
幣
を
強
行
し
て
通
貨
の
綿
量
を
増
加
す
る
と
せ

ば
、
金
鏑
(
護
見
)
の
場
合
・
と
同
様
。
結
果
が
惹
起
す
る
で
あ

ら
う
。
印
ち
読
通
要
具
は
債
値
に
於
て
下
落
し
、
各
商
品
は

そ
れ
に
比
例
し
て
慣
絡
の
騰
貴
を
経
験
す
る
で
あ
ら
う
・
:
・
・

『
地
金
白
高
倒
J

-
L
P
論
文
集
卦
頁
」

か
〈
て
前
越
の
如
〈
H
カ
ー
ド
は
そ
の
生
産
品
賀
誠
他
訟
を
維

持
す
る
限
り
却
っ
て
そ
の
理
論
の
矛
盾
に
陥
る
に
至
り
、
品
同
生

産
費
償
値
訟
を
維
持
せ
ん
が
震
に
は
、
貨
幣
白
債
値
が
貨
幣
に

封
す
る
需
要
供
給
の
費
動
に
臆
巴
て
宙
ち
に
措
置
動
せ
し
め
ら
れ

る
様
た
生
産
費
を
案
問
せ
在
け
れ
ば
左
ち
た
い
。
か
〈
し
て
彼

仕
通
貨
に
特
有
た
生
産
費
・
と
し
て
錆
謹
料
を
認
め
、
之
を
彼
自

貨
幣
偵
値
輸
の
理
論
的
根
鵠
・
と
し
た
の
で
島
る
。

「
図
家
が
貨
幣
を
錆
遣
し
何
等
白
舗
治
料
主
徴
し
な
い
時

は
、
貨
幣
の
慣
値
は
品
位
量
目
を
同
じ
う
す
る
地
金
銀
の
慣

値
'
と
均
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
鏡
泊
料
を
徴
牧
す
る
時
は

一
般
地
金
銀
陀
比
し
て
鋳
誼
料
だ
け
そ
白
憤
値
大
企
た
る
べ

き
筈
で
あ
る
。
蓋
し
(
と
の
後
白
場
合
に
は
)
錨
貨
は
〈
地
金

Essays. Proposals for a.n Econornical and Sl~cure Currency. Ric町 do;
p. 158• 
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銀
に
比
し
て
)
よ
り
大
た
る
勢
働
量
を
必
要
と
し
、
換
言
す

れ
ば
向
巴
事
で
あ
る
が
、
と
れ
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
勢
働

の
よ
り
大
た
る
量
を
必
要
と
す
る
生
産
物
の
慣
値
を
持
つ
に

重
る
か
ら
で
あ
る
。

「
園
家
の
み
が
錨
過
を
行
ふ
場
合
に
は
、

と
の
錯
遺
料
の

額
に
は
限
度
が
た
い
、
査
し
錦
貨
の
量
を
制
限
す
る
と
L
C
に

よ
っ
て
錨
浩
料
は
如
何
な
る
金
額
迄
も
高
め
得
る
か
ら
で
あ

る
o
」
(
噂
恥
)

卸
ち
彼
は
貨
幣
の
鋳
造
を
以
て
園
家
の
み
が
之

E
行
ふ
も
の

ル
』
前
提
し
、
錨
趨
料
を
以
て
一
一
樹
の
漏
出
債
格
構
成
の
要
素
と

見
た
の
で
あ
る
。
故
に
能
活
料
の
多
少
は
貨
幣
に
劃
す
る
需
要

供
給
の
闘
係
卸
ち
貨
幣
政
量
の
犬
小
に
困
る
も
の
と
考
へ
た
の

で
あ
る
。

此
の

w-，カ
t
F
の
鋳
造
料
白
恩
組
は
宵
ほ
紙
幣
に
路
用
せ
ら

る
h
k
至
吾
、
彼
白
貨
幣
諭
上
重
大
た
る
意
識
を
持
つ
事
-aと
な

っ
た
。
彼
は
菅
に
免
換
紙
幣
の
み
た
ら
中
、
更
に
不
換
紙
幣
・

補
助
貨
幣
・
膳
損
貨
幣
白
慣
他
の
靖
減
に
ま
で
此
の
原
理
を
以

て
{
貫
枕
明
し
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
此
O
見
貼
か
ら
す
れ
ば
H
カ

頼

a邑

通
貨
主
義
と
'
抱
I
V
O
貨
幣
諭

殊に値 t
に於決ド
タて定の
ナ彼白貨
ツの原幣
プ貨理論
の幣をは
名現越賀
に論ぷに
よはる一
つ金イも切
で風:のの
知論>.!:困
ら者， 7.主家
るのす的
h 立事支
貨揚が掛
幣 t;， 聞手
閤ら来段
定名Jるに
皐目手。闘
就園、輸1然す
<lP "'者?るる
ち、眼慣

貨
幣
の
債
値
は
法
制
の
所
産

k
h
"と
在
す
串
訟
に
近
い
も
の
と

た
っ
て
ゐ
る
ロ

ー
「
紙
幣
が
流
通
す
る
の
は
此
白
原
理
に
基
〈
、
紙
幣
ハ
の
護

行
)
に
針

T
る
手
数
料
の
全
部
は
(
以
上
白
意
味
に
於
け
る
)

鋸
歯
料
L
C
考
へ
ら
れ
る
。
故
に
紙
幣
は
そ
れ
自
ら
何
等
の
議

材
債
値
を
有
し
恋
い
け
れ

E
も
倫
ほ
そ
の
動
量
一
世
適
首
に

制
限
す
る
と
L
と
に
よ
っ
て
同
一
の
稽
呼
を
有
す
る
鋳
貨
又
は

そ
れ
に
含
ま
る
aa
地
金
に
均
し
い
交
抑
慣
値
を
持
つ
も
の
で

あ
る
o

亦
同
一
の
原
理
に
よ
っ
て
|
|
特
に
数
量
の
制
阪
に

よ
っ
て
|
|
鹿
銅
貨
幣
は
曾
て
法
定
の
品
位
量
目
を
有
し
て

ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
首
然
そ
の
持
つ
べ
き
慣
値
で
流
通
せ

し
め
得
る
、
そ
し
て
そ
れ
は
決
し
て
そ
の
膳
損
貨
幣
が
現
在

そ
の
内
に
含
む
金
闘
用
の
債
値
に
よ
る
の
で
は
た
い
:
.

「か
i
A

る
原
理
に
よ
っ
て
紙
幣
が
共
の
慣
値
を
維
持
す
る

第
二
十
λ
寄

同
七
九
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雑

線
通
貨
主
義
と
リ
カ
Z

Y
白
貨
僻
諭

‘
 

•...••• 

‘
 

•••• 

‘
 

••••• 

-
-
-
-

正
貨
に
先
換
せ
ら
れ
る
と
止
を
必
麗
と
し
む

ν、・lÒ~
J、持
唯に
だは
(、

園
家
IC 
よ
てコ
て
憤
値

槙
端
占
i 

言
せ
ら
れ
た
る

民
金
属
の
債
依
(
の
創
世
勤
)
に
臆
じ
て
そ
の
数
量
主
制
御
す
る
己

と
の
み
が
必
要
な
白
で
あ
る
。
若
し
悦
値
標
準
が
輿
へ
ら
れ

た
る
品
位
量
目
白
金
で

b
る
な
ら
は
、
紙
特
は
金
白
償
値
下

落
に
熔
じ
て
増
設
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
白
、
換
言
す
れ
ば
結

れ果
た に
け 於
れ て
ば 同
な じ
ら事
ぬで
LEUあ

る
泊Z

~O/J 
{闘
』骨量

貴
』己

躍
じ
て
地
裂
さ

も
明 F
らカ
曲、 I

に F
".ι〉

京紙
苫 幣
れ に
る 針
。ず

みる

1/1具
は琳

ー は
m 号た
γおの

ま裏
券EE
音量--J
で て

あ 最

る。
「
銀
行
裁
は
之
を
形
成
す
る
紙
片
以
上
白
憤
他
を
有
す
る

も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
錨
浩
料
が
驚
嘆
す
べ
き
、
卸
ゆ
り
共

白
金
偵
値
に
達
す
る
や
う
た
貨
幣
k
考
へ
る
こ
と
が
向
来

る:・・「
斯
の
加
古
貨
幣
の
(
数
量
)
が
一
定
の
限
度
内
に
維
持
さ

れ
る
限
担
、
通
貨
と
し
て
如
何
在
る
慣
値
主
も
附
向
持
す
る
己

主
が
出
来
る
・
・
:
」

第
二
十
え
を

四
人

O

第
三
観

一

要
す
る
に
リ
カ

I
F
は
共
の
掠
働
費
用
傾
他
論
よ
り
出
裂
し

て
硬
貨
白
生
産
喪
主
奥
円
ら
れ
売
る
一
定
の
も
の
占
た
し
、
素

材
償
他
に
基
く
貨
幣
の
倒
値
を
倫
じ
た
。
然
る
に
貨
幣
批
量
銑

を
採
用
し
貨
幣
の
慨
値
が
共
の
数
量
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
た
す

に
及
ん
で
共
の
立
論
と
背
馳
す
る
に
去
り
、
特
に
紙
幣
白
債
依

を
愉
中
る
に
際
し
て
は
生
産
費
の
何
た
る
や
に
苦
し
み
、
鋳
造

料
な
る
特
別
の
生
産
費
生
案
出
す
る
の
止
む
を
得
ざ
る
己
主
主

な
っ
た
。
而
も
前
述
の
如
く
そ
の
論
述
は
問
中
ろ
最
初
の
向
後
鮎

た
る
宜
憾
慎
値
を
離
れ
、
官
能
債
値
に
仰
す
る
名
目
皐
汲
白
態

様
を
呈
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
「
通
貨
は
全
部
紙
幣

か
ら
、
而
も
そ
れ
が
代
表
す
る
筈
白
金
と
均
し
い
憤
他
を
有
す

る
紙
幣
か
ら
成
立
つ
場
合
に
、
最
も
完
全
な
る
般
態
に
あ
ふ
」

の
で
あ
る
。

四

以
上
私
は
通
貨
主
誌
の
根
本
的
主
張
主
器
げ
、
之
に
閥
聯
し

て
リ
カ

l
F
の
貨
幣
理
論
を
一
小
し

彼
の
貨
幣
輸
に
於
け
る
一

般
的
立
愉
或
は
修
局
的
な
結
論
は
地
金
主
義
よ
り
は
寧
ら
名
目

主
誌
を
採
り
、
殊
に
貨
幣
歯
定
畢
訟
に
泣
き
も
白
・
と
た
っ
て
ゐ

Ricardo; Principle.s. -p可 34ト 2 傍動目新に附すの
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る
と
と
を
明
に
し
得
た
止
信
宇
る
。
認
に
リ
カ

1
F
の
主
張
は

通
貨
主
義
よ
り
も
世
帯
ろ
銀
行
主
義
主
見
倣
す
べ
き
も
の
主
恩

ム
。
此
心
意
味
に
於
て
バ
ル
グ
レ
1
ず
が
組
貸
主
義
を
採
用
し

た
ビ
ー
ル
の
銀
行
保
令
が
ス
ミ
ス
十
リ
カ

l
F
等
の
最
高
椛
成

の
主
張

ι反
し
て
ゐ
る
止
し
た
事
は
正
賞
た
り
占
認
め
た
け
れ

ば
た
ら
ぬ
。

然
ら
ば
リ
カ

l
y
E以
て
通
貨
主
義
の
創
始
者
止
な
し

グ
ナ
ー
の
如
く
泊
貸
主
識
を
以
て
リ
ヵ
l
ド
貨
幣
愉
へ
の
復
師

で
あ
り
そ
の
護
展
繍
張
さ
れ
た
る
も
の
と
す
る
の
は
挟
間
た
の

で
あ
ら
う
か
。
私
は
之
を
全
然
肯
定
し
待
丘
い
と
共
に
否
定
を

も
し
得
た
い
。
査
し
リ
カ
ー
ド
は
初
め
取
引
所
の
仲
良
人
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
金
融
政
策
論
か
ら
経
済
感
者
と
し
て
有
名
に

在
っ
た
の
で
あ
る
o

右
に
私
の
一
軍
し
た
彼
の
貨
幣
論
は
そ
の

般
的
立
論
で
あ
り
絡
局
的
立
場
に
於
げ
る
結
論
で
あ
り
、

貨
幣
輸
を
通
観
し
て
の
理
論
で
あ
る
。
故
に
最
初
の
似
の
立
論

止
と
の
行
輸
・
と
の
聞
に
は
か
左
り
淫
庭
あ
る
と
と
を
認
め
た
け

れ
ば
た
ら
ぬ
。
彼
の
研
究
の
進
歩
主
共
に
そ
の
結
論
や
政
策
的

意
見
向
襲
化
し
た
る
事
は
之
を
認
容
せ
怠
け
れ
ば
な
ら
白
か
ら

雑

錐

調
貨
主
義
企
り
必

i
v
の
賞
特
歯

やk
の

で
あ
る
。

川
此
心
見
地
か
ら
す
る
時
彼
の
初
捌
の
立
論
殊
に
『
地
金
の
満

傾
』
を
以
て
通
貨
主
義
山
一
階
矢
と
た
し
、
そ
の
主
践
を
基
礎
付

け
る
も
の
と
す
る
は
誤
た

h
止
は
云
ひ
難
い
。
此
の
愉
文
に
は

左
様
た
主
張
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
己
止
は
先
に
引
用
せ
る
所
に
よ

り
て
も
漠
然
と
推
知
せ
ら
る
誌
で
あ
ら
う
。
加
之
姐
貨
主
議
は

ワ

A
E
換
品
悼
を
以
て
正
貨
の
代
用
物
と
見
、
貨
幣
数
量
を
採
用
す

る
。
準
備
金
崎
加
す
れ
ば
先
換
器
は
そ
れ
に
従
っ
て
培
愛
せ
ら

れ
、
共
の
結
果
物
債
の
騰
貴
と
な
り
職
入
の
超
過
と
友
り
、
職

人
超
過
は
金
の
流
出
と
た
り
準
備
金
白
減
少
占
・
丘
り
、
次
で
先

換
器
を
牧
縮
せ
し
む
る
に
至
る
と
す
る
自
働
作
用
は
此
の
論
文

陀
於
て
鮮
明
に
見
ら
る
L
が
舘
で
あ
る
。

F
カ
ー
ド
は
貨
幣
裁
量
訟
を
採
り
、
右
の
論
文
に
於
て
は

固
に
存
趨
ず
る
貨
幣
数
量
の
補
正
手
段
占
し
て
特
に
外
附
貿
易

乃
至
篇
替
閥
係
を
強
調
詮
明
し
て
、
正
常
た
る
流
通
欣
態
に
於

て
は
各
闘
は
そ
の
富
及
び
経
済
赦
態
に
州
隠
す
る
貨
幣
数
量
E

有
す
る
、
縫
っ
て
貨
幣
は
そ
の
償
値
(
必
要
弊
働
量
)
に
越
路
L

て
流
通
し
、
震
替
手
形
は
必
要
た
る
各
図
聞
の
支
捕
を
決
済
す

第
二
十
八
巻

四
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掛
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轄

能

通
貨
主
轟
と
リ
カ
I
V
の
貨
幣
歯

る
、
而
も
貨
幣
は
凡
て
の
図
托
於
て
同
じ
償
値
を
持
つ
で
あ
ら

う
か
ら
、

一
闘
か
ら
他
岡
へ
移
縛
さ
れ
る
と
と
は
左
い
と
す

る。
「
之
等
諸
閣
の
内
白
一
に
於
て
若
し
金
臓
が
獲
見
さ
れ
る

な
ら
ば
、
共
闘
の
通
貨
は
流
通
す
る
庶
金
属
数
量
の
檎
加
の

た
め
憤
値
を
低
下
せ
し
め
ら
れ
、
舗
に
最
平
他
聞
に
於
け
る

と
同
じ
倒
他
を
維
持
す
る
に
止
が
山
川
烈
な
い
で
恥

ι勺
。
金

銀
は
錨
貨
で
あ
ら
う
と
、
地
金
銀
で
あ
ら
う
と

他
の
凡
て

白
商
品
を
支
配
す
る
法
則
に
従
ふ
も
の
で
あ
っ
て
直
ち
に
輪

出
の
目
的
物
と
な
る
。
金
銀
は
そ
の
安
憤
た
閣
か
ら
商
慣
な

国
へ
と
去
っ
て
行
く
.
そ
し

τ此
事
は
金
鏑
に
充
分
な
生
産

力
が

b
p、
各
幽
に
於
け
る
資
本
と
貨
幣
の
割
合
が
金
鏑
設

見
以
前
止
同
じ
も
の
と
紅
り
、
金
認
が
各
閣
各
地
に
於
て
同

じ
慎
他
に
な
る
迄
此
白
移
動
は
纏
観
ず
る
で
あ
ら
う
o
」
(
1
釧

白
高
倒
」
論
文
J

築
山

l
五
百
、

「
i

i
私
は
信
J
T
る
、
以
上
述
ぷ
る
が
如
き
法
則
が
世

界
各
国
民
於
け
る
賞
金
風
の
慣
値
を
制
御
し
て
一
闘
よ
bJ
他

閣
へ
の
流
通
を
起
し
又
は
制
御
す
る
訟
則
た
り
と
0

」(同上、

戸
論
文
集

期頁-

LJ讐
如 干
苦八
を巷
ιL 
て

君
主
義
ι》

主
E民
は

固・
自宅1・
1主-
H 
カ

t羽
λ 

回

都

続

F
貨
幣
諭
へ
の
復
蹄
で
あ
る
』
ず
る
の
は
苔
定
し
難
い
の
で
め

る
。
但
し
蕊
に
リ
カ
ー
ド
貨
幣
倫
主
は
初
期
の
も
白
を
意
味

し
、
彼
白
最
後
の
闘
熟
せ
る
相
自
身
止
し
て
は
最
高
調
に
漣
せ

る
貨
幣
制
愉
E
意
味
す
る
の
で
は
危
い
事
を
注
意
せ
た
り
れ
ば

な
ら
ぬ
。
腿

z
一
氏
品
加
〈
故
初
出
品
村
倒
仙
K
印
せ
円
心
理
論
を
採

り
し
彼
は
、
そ
の
全
般
的
終
局
的
立
場
に
於
亡
は
官
能
債
値
に

印
す
る
貨
幣
章
槙
務
詑
又
は
貨
幣
閥
定
接
設
に
近
似
せ
る
も
白

と
危
っ
て
ゐ
る
o
故
に
ヲ
グ
ナ
ー
の
如
く
一
E
ふ
は
少
〈
止
も
正

確
で
は
な
い
。
勿
論
彼
自
初
期
の
立
場
に
於
け
る
理
論
も
修
局

的
に
到
達
せ
る
立
場
忙
於
け
る
議
愉
も
共
に
或
は
一
一
間
的
主

(
市
田
自
昆
叫
)
も
の
主
調
目
印
得
る
で
あ
ら
う
。
乍
併
、
通
貨
主
議

の
主
張
主
基
礎
づ
け
る
貨
幣
誕
愉
は
素
材
倒
他
を
重
腕
ず
る
も

の
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
が
故
に
、
リ
カ

1
ド
の
貨
幣
諭
と
し

て
は
初
期
の
理
論
へ
の
復
帥
で
あ
り
、
そ
の
一
-
方
的
に

目
E
m
)
設
展
蹴
張
さ
れ
た
も
の
主
解
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

(
E戸
'

苫

H-N」
て
叉
バ
ル
グ
レ

1
ず
が
り
カ

l
F
十
ス
ミ
見
は
銀
行



務
が
「
所
持
者
。
賛
同
品
忙
よ
り
直
ち
に
先
換
せ
ら
Z
L」
E
止
を

主
張
し
た
・
と
す
る
の
は
、
副
賞
中
一
誌
の
主
張
と
合
致
と
そ
す
れ

利
作
れ
ざ
る
も
の
ー
と
考
へ
得
・
泣
い
の
と
れ
ま
た
距
帥
た
り
主
一
一
一
内

ふ
と
と
は
川
市
引
な
い
。
流
し
か
t
A

る
リ
カ

1
ド
の
主
張
は
前
辿

e
 

の
如
〈
初
期
の
も
の
で
あ
り
通
貨
主
誌
を
基
礎
づ
け
る
も
の
ぜ

あ
る
、
り
カ
E
ド
貨
幣
諭
白
泊
代
主
務
レ
」
相
反
す
る
も
の
は
後

期
の
J
A
愉
で
あ
る
か

ιで
あ
る
。

要
す
る
に
ワ
グ
ナ
ー
は
リ
カ
E
ド
貨
幣
愉
の
初
則
の
一
面
的

K
J
A
愉
を
~
州
貸
主
持
ー
と
聞
係
せ
し
め

パ
ル
グ
レ
ー
ヴ
は
後
期

の
お
愉
L
C
姐
伏
主
誌
の
主
張
と
を
封
比
し
て
ゐ
る
も
の
ル
」
思

ム
。
附
者
は
一
日
比
相
反
す
る
如
く
見
え
る
が
貨
は
利
容
れ
ざ
る

意
見
で
は

k
ぃ
。
リ
カ
ー
ド
が
相
反
す
る
こ
つ
の
思
想
の
分
岐

制
民
立
っ
て
民
た
己
主
は
、
例
へ
ば
ボ
ザ
ン
ケ
と
の
論
争
の
場

合
の
如
〈
烈
し
く
内
治
さ
れ
る
主
澗
断
的
文
一
干
に
逃
避
せ
ざ
る

を
作
ざ
り
し
事
貨
が
之
を
立
献
す
る
。
「
貨
幣
を
以
て

m・なる

附
仙
市
川
間
た
り
主
説
明
す
る
リ
カ
l
ド
及
び
モ
の
刷
辿
品
刊
は
、

奇
妙
に
も
地
金
主
義
者
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
が
、
と
れ
は
収
忙
委

ハ
川
合
の
名
桝
か
ち
の
み
来
た
の
で
は
伝
く
仙
の
接
続
の
内
容
モ

報

院生

地
方
費
に
謝
す
る
岡
山
陣
柿
助

れ
自
問
』亡

も
負
.1. 
I咋
あ
る
の
で
あ
る
己目。

1はlJl.，..C、
P.38. 
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